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そ
の
日
は
さ
程
寒
く
は
な
か
っ
た
。
東
上
線
志
木
駅
に
初
め
て
降
り
、「
跡
見
学
園
女
子
大
学
行
」
が
あ
る
西
武
の
バ
ス
停
前
に
立
つ
。

時
刻
表
を
見
て
本
数
の
少
な
さ
に
愕
然
。「
ギ
リ
ギ
リ
か
な
」
と
の
思
い
で
待
つ
も
、
ほ
ぼ
時
刻
通
り
に
来
た
バ
ス
に
ホ
ッ
と
し
て
乗
る
。

だ
が
、
や
け
に
遠
い
。
予
め
地
図
で
確
認
は
し
て
お
い
た
が
、
想
像
以
上
に
遠
い
。「
あ
と
少
し
か
な
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
完
全
な
渋

滞
と
な
っ
た
。
そ
こ
が
旧
川
越
街
道
に
入
る
大
和
田
交
差
点
の
手
前
で
、
今
の
よ
う
に
旧
道
と
川
越
街
道
の
間
が
右
折
二
車
線
に
は
な
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
渋
滞
の
名
所
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
。「
わ
ー
ダ
メ
だ
、
遅
刻
だ
」。

跡
見
学
園
女
子
大
学
で
、「
日
本
思
想
史
」
と
「
日
本
宗
教
論
」
が
担
当
で
き
る
教
員
を
公
募
し
て
い
る
と
知
り
、
応
募
し
、
著
書
・

論
文
等
の
業
績
選
考
を
通
過
し
て
の
、
大
切
な
面
接
審
査
の
日
で
あ
る
。

「
バ
ス
が
…
…
」
と
、
初
っ
ぱ
な
か
ら
「
大
遅
刻
」
の
弁
解
。
だ
が
そ
ん
な
こ
と
は
些
細
な
こ
と
と
ば
か
り
、
拙
著
『
真
宗
信
仰
の
思

想
史
的
研
究
―
越
後
蒲
原
門
徒
の
行
動
と
足
跡
』
に
対
す
る
質
問
が
直
ち
に
始
ま
る
。
な
か
に
、
眼
光
鋭
く
、
背
中
ま
で
あ
る
長
い
髪
を

後
ろ
で
無
造
作
に
束
ね
た
方
が
、
次
々
と
放
つ
質
問
は
、
拙
著
を
実
に
丹
念
に
読
ま
れ
た
上
で
の
、
極
め
て
的
確
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
こ
れ
ほ
ど
読
み
込
ん
で
く
れ
る
人
が
居
る
と
こ
ろ
で
、
も
し
決
ま
れ
ば
、
こ
れ
は
有
り
難
い
」。
ま
た
、
す
ぐ
正
面
に
座
っ
た
や
や
細

面
の
方
が
、「
岡
山
か
ら
こ
ち
ら
へ
お
移
り
に
な
り
た
い
ご
事
情
は
？
」
と
優
し
く
問
わ
れ
た
の
で
、「
家
庭
の
事
情
」
を
説
明
。
そ
の
や

り
と
り
の
な
か
に
、「
新
潟
の
ニ
オ
イ
」
を
感
じ
た
。
採
用
が
決
ま
っ
て
四
月
に
入
る
と
、
長
い
髪
を
束
ね
て
い
た
方
は
、
す
っ
か
り
カ
ッ

退
職
な
さ
る
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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ト
さ
れ
て
い
た
。
神
山
さ
ん
で
あ
っ
た
。
事
情
を
優
し
く
尋
ね
ら
れ
た
「
新
潟
の
ニ
オ
イ
」
の
主
は
藤
崎
さ
ん
で
あ
っ
た
。

今
は
昔
、
一
九
九
八
年
十
一
月
か
十
二
月
か
の
あ
る
日
の
こ
と
で
あ
る
。

九
九
年
の
四
月
か
ら
丸
十
六
年
間
、
研
究
・
教
育
・
大
学
運
営
、
と
い
う
三
分
野
で
の
専
任
教
員
と
し
て
の
仕
事
で
、
い
ち
ば
ん
の
苦

手
は
大
学
運
営
で
あ
っ
た
。
長
年
、
四
九
歳
に
な
る
ま
で
「
非
常
勤
」
の
み
で
研
究
を
最
優
先
さ
せ
て
き
た
人
間
に
は
、
専
任
職
を
得
た

岡
山
で
の
五
年
の
経
験
も
、
ま
だ
組
織
人
と
し
て
の
自
覚
を
深
い
も
の
に
す
る
に
は
不
足
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
者
が
、
着
任
十
一
年
で
学

部
長
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
た
め
、
諸
先
生
方
・
職
員
の
方
々
に
迷
惑
ば
か
り
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
多
く
の
同
僚
に
助
け
ら
れ
、

痛
む
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
（
時
に
車
椅
子
に
頼
り
つ
つ
も
）
ど
う
に
か
こ
う
に
か
二
年
間
を
切
り
抜
け
た
。
一
年
目
の
終
わ
り
、
三
月

期
入
試
の
判
定
日
、
大
震
災
に
遭
遇
し
た
時
に
は
学
部
長
室
の
机
の
下
か
ら
職
員
の
方
々
に
救
出
さ
れ
、
そ
の
後
は
、
部
活
で
校
内
に
居

た
学
生
た
ち
の
「
帰
宅
の
足
」
と
「
宿
泊
先
」
確
保
に
微
力
を
尽
く
す
こ
と
が
、
辛
う
じ
て
で
き
た
。

教
育
は
、
思
え
ば
二
四
歳
の
春
に
大
学
を
卒
業
し
て
学
習
塾
で
講
師
を
始
め
て
か
ら
、
中
学
・
高
校
・
大
学
・
大
学
院
と
、
四
九
歳
の

春
ま
で
二
十
五
年
間
、
非
常
勤
ば
か
り
で
は
あ
っ
た
が
、「
教
育
」
で
飯
を
喰
い
、
そ
の
後
岡
山
の
大
学
で
五
年
間
、
跡
見
で
十
六
年
間
、

計
二
十
一
年
間
、
専
任
教
員
と
し
て
飯
を
喰
い
、
総
て
あ
わ
せ
て
四
十
六
年
間
「
教
育
」
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

最
後
の
授
業
と
な
っ
た
一
月
二
十
四
日
土
曜
日
、
三
年
ゼ
ミ
を
終
え
た
時
は
、「
こ
れ
で
終
わ
っ
た
ん
だ
な
」
と
い
う
以
外
に
何
も
つ

ぶ
や
き
得
な
か
っ
た
が
、
岩
田
さ
ん
を
つ
か
ま
え
、
い
つ
も
の
よ
う
に
勝
手
な
お
喋
り
を
し
て
い
る
時
、「
よ
う
や
く
、
学
生
一
人
一
人

の
関
心
と
潜
在
能
力
を
見
定
め
、
一
人
一
人
に
あ
っ
た
指
導
が
ど
う
に
か
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
な
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
《
お
仕

舞
い
》、
ま
あ
、
な
ん
で
も
《
こ
れ
で
良
し
》
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
か
ら
、
仕
方
な
い
か
」
な
ど
と
独
白
、
同
意
を
得
た
。

研
究
は
、
そ
の
た
め
に
生
き
て
き
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
世
を
去
る
ま
で
や
る
。
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
研
究
三
昧
の
生
活
だ
。

一
九
七
四
年
の
修
士
課
程
在
学
中
、
学
会
誌
に
最
初
の
論
文
を
発
表
し
て
か
ら
七
〇
年
代
に
著
し
た
五
本
程
の
「
論
文
」
に
つ
い
て
は
、

私
の
気
持
ち
と
し
て
は
「
蓋
」
を
し
て
い
る
。
八
〇
年
か
ら
八
一
年
ま
で
、
思
想
史
研
究
を
巡
っ
て
逡
巡
し
、
そ
の
間
に
古
文
書
読
み
を

初
歩
か
ら
勉
強
し
な
お
し
、
方
法
論
上
の
方
向
転
換
を
し
て
八
二
年
に
新
潟
県
蒲
原
平
野
で
の
史
料
調
査
を
開
始
、
あ
ち
こ
ち
に
眠
っ
て
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い
る
厖
大
な
史
料
を
探
し
廻
り
、
発
掘
し
た
史
料
か
ら
新
た
な
史
実
を
発
見
し
、
歴
史
像
を
再
構
成
し
、
そ
こ
に
民
衆
の
信
仰
・
意
識
・

思
想
を
探
っ
て
い
く
と
い
う
方
法
は
、
対
象
が
変
わ
っ
て
も
今
日
ま
で
基
本
的
に
続
い
て
い
る
。

岡
山
赴
任
直
後
に
治
癒
率
の
低
い
特
定
疾
患
に
罹
り
、
跡
見
に
移
っ
て
か
ら
数
年
後
に
は
足
痛
が
酷
く
な
り
、
遠
方
で
の
広
範
囲
に
わ

た
る
調
査
は
困
難
と
な
っ
て
い
っ
た
。
岡
山
赴
任
前
に
新
潟
で
発
見
し
た
史
料
の
分
析
か
ら
始
ま
っ
た
諷
刺
史
料
研
究
は
、
史
料
が
首
都

圏
の
幾
つ
か
の
公
的
機
関
に
集
中
的
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
跡
見
に
職
を
得
た
こ
と
、
関
心
が
江
戸
の
民
衆
意
識
解
明
に
移
り
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
研
究
対
象
地
域
は
急
速
に
江
戸
に
絞
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
上
で
、
戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵
の
解
明
に
本
格
的
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
で
、
現
在
の
研
究
課
題
が
生
ま
れ
て
い
る
。
戊
辰
戦
争
期
の
江
戸
、
幕
府
支
配
か
ら
官
軍
・
新
政
府
支
配
へ
と
変
わ
る
江
戸

で
、
何
が
起
き
、
ど
ん
な
情
報
が
流
れ
、
ど
ん
な
意
見
が
発
信
さ
れ
た
の
か
、
そ
こ
に
お
け
る
江
戸
・
東
京
の
民
衆
意
識
は
い
か
な
る
も

の
か
、
少
な
く
と
も
あ
と
十
年
は
頑
張
っ
て
こ
の
研
究
に
専
念
し
た
い
。
そ
の
こ
と
が
、
そ
の
後
の
日
本
近
代
史
に
お
け
る
闇
か
ら
、
光

明
を
見
い
だ
す
糸
口
と
な
る
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

特
定
疾
患
・
脊
椎
間
狭
窄
症
・
近
年
の
眼
病
と
、
結
構
重
た
い
病
を
抱
え
て
は
き
た
が
、
一
つ
一
つ
を
克
服
す
る
度
ご
と
に
、
む
し
ろ

健
康
体
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
跡
見
で
十
六
年
間
勤
め
た
こ
と
で
、
教
育
力
量
も
研
究
力
量
も
多
少
は
つ
い
て
き
た
。

た
だ
、「
本
当
の
学
問
」
は
、
と
自
問
す
れ
ば
、
や
っ
と
入
り
口
に
入
っ
た
ば
か
り
、
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
諸
学
兄

の
お
力
を
借
り
る
こ
と
が
、
間
違
い
な
く
あ
る
。
そ
の
時
は
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
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【
略
歴
】

　
〔
一
九
四
四
年
一
〇
月
、
東
京
に
生
ま
れ
る
〕

一
　
学
歴

一
九
七
五
年
三
月　

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
〔
日
本
史
〕
修
士
課
程
修
了
。

一
九
七
七
年
四
月　

東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
史
学
専
攻
〔
日
本
史
〕
博
士
課
程
入
学
。

一
九
八
五
年
三
月　

同
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。

一
九
九
〇
年
十
二
月　

学
位　

文
学
博
士
（
東
京
都
立
大
学
人
博
第
43
号
）
を
授
与
さ
れ
る
。

二
　
職
歴

一
九
六
九
年
四
月
の
塾
講
師
を
振
り
出
し
に
、
区
立
中
学
・
都
立
高
校
で
非
常
勤
講
師
の
後
、
一
九
九
四
年
三

月
ま
で
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
横
浜
市
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
、
同
大
学
文
理

学
部
、
首
都
大
学
東
京
人
文
学
部
等
々
で
非
常
勤
講
師
。

一
九
九
四
年
四
月　

山
陽
学
園
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
、
一
九
九
九
年
三
月
ま
で
。

一
九
九
九
年
四
月　

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
教
授
、
二
〇
一
五
年
三
月
退
職
予
定
。

【
業
績
一
覧
】
主
要
著
書
の
ほ
か
は
、
最
近
著
以
降
の
主
要
論
文
の
み
を
掲

載
し
た
。

〔
単
著
〕

一
九
九
〇
年
四
月　
『
真
宗
信
仰
の
思
想
史
的
研
究
―
越
後
蒲
原
門
徒
の
行

動
と
足
跡
』
校
倉
書
房
。

一
九
九
九
年
十
一
月
『
幕
末
民
衆
文
化
異
聞
―
真
宗
門
徒
の
四
季
』
吉
川
弘

文
館
。

二
〇
〇
四
年
十
二
月
『
諷
刺
眼
維
新
変
革
―
民
衆
は
天
皇
を
ど
う
見
て
い
た

か
』
校
倉
書
房
。

二
〇
〇
七
年
十
二
月
『
絵
解
き　

幕
末
諷
刺
画
と
天
皇
』
柏
書
房
。

〔
共
編
著
〕

一
九
九
一
年
三
月　
『
角
田
浜
願
正
寺　

年
中
故
事　

前
編
』
新
潟
県
巻
町

教
育
委
員
会
。

一
九
九
三
年
三
月　
『
角
田
浜
願
正
寺　

年
中
故
事　

後
編
』
新
潟
県
巻
町

教
育
委
員
会
。

一
九
九
六
年
一
月　
『
新
版　

史
料
に
よ
る
日
本
の
歩
み　

近
世
編
』
吉
川
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弘
文
館
〔
分
担
編
集
執
筆
、
二
〇
一
三
年
四
月
第
五
刷
〕。

一
九
九
六
年
十
二
月
『
岡
山
県
の
歴
史
』
ぎ
ょ
う
せ
い
。

〔
最
近
著
後
、
二
〇
〇
八
年
以
降
の
主
要
論
文
〕

二
〇
〇
八
年
五
月　
「
幕
末
の
民
衆
と
天
皇
」
歴
史
科
学
協
議
会
編『
天
皇
・

天
皇
制
を
よ
む
』
東
京
大
学
出
版
会
。

二
〇
〇
八
年
十
二
月
「『
太
政
官
日
誌
』
の
発
刊
意
図
と
そ
の
基
本
的
性
格

―
《
新
政
府
》
に
よ
る
江
戸
民
衆
意
識
掌
握
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
の

一
環
と
し
て
―
」『
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
』
第
四
号
。

二
〇
〇
九
年
十
二
月
「
戊
辰
戦
争
下
《
見
立
て
い
ろ
は
た
と
へ
》
の
概
要
」

至
文
堂
編
『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
』
ぎ
ょ
う
せ
い
。

二
〇
一
〇
年
三
月　
「
も
う
ひ
と
つ
の
戊
辰
戦
争
―
江
戸
民
衆
の
政
治
意
識

を
め
ぐ
る
抗
争
（
そ
の
１
）」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
１
５
７

二
〇
一
〇
年
十
一
月
「
こ
と
わ
ざ
か
ら
戊
辰
戦
争
を
み
れ
ば
」
日
本
こ
と
わ

ざ
文
化
学
会
編
『
こ
と
わ
ざ
に
聞
く
』
人
間
の
科
学
新
社
。

二
〇
一
三
年
三
月　
「
戊
辰
戦
争
諷
刺
史
料
の
歴
史
的
意
味
」
箱
石
大
編『
戊

辰
戦
争
の
史
料
学
』
勉
誠
出
版
。

二
〇
一
三
年
三
月　
「『
復
古
記
』
不
採
録
の
諸
記
録
か
ら
探
る
江
戸
情
勢

（
１
）《
家
記
》
慶
応
三
年
分
の
記
事
を
中
心
に
」『
跡
見
学
園
女
子
大

学
文
学
部
紀
要
』（
48
）。

二
〇
一
三
年
十
一
月
「
江
戸
版
『
太
政
官
日
誌
』
の
刊
行
開
始
期
と
《
五
榜

の
掲
示
》
第
三
札
の
修
正
」〔
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
補
助
金
成

果
「『
太
政
官
日
誌
』
を
対
象
に
し
た
史
科
学
の
構
築
と
戊
辰
戦
争
期

の
社
会
文
化
論
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」〕。

二
〇
一
四
年
三
月　
「『
復
古
記
』
不
採
録
の
諸
記
録
か
ら
探
る
江
戸
情
勢

（
２
）《
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
事
件
》
の
史
科
的
解
明
そ
の
１
」『
跡
見

学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』（
49
）。

二
〇
一
五
年
三
月
（
予
定
）「『
復
古
記
』
不
採
録
の
諸
記
録
か
ら
探
る
江
戸

情
勢（
３
）《
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
事
件
》
の
史
科
的
解
明
そ
の
２
」『
跡

見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』（
50
）。

な
お
、
雑
誌
『
大
法
輪
』〔
大
法
輪
閣
〕
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
号
〔
同
年
九

月
刊
〕
か
ら
二
〇
一
一
年
五
月
号
〔
同
年
四
月
刊
〕
ま
で
、《
大
法
輪

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
》
に
「
幕
末
維
新
と
仏
教
」
を
八
回
連
載
。

〔
二
〇
〇
八
年
以
後
の
学
会
関
連
活
動
〕

（
二
〇
〇
五
年
四
月
）
～
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、

共
同
研
究
員
。《
基
幹
研
究
》「
中
・
近
世
に
お
け
る
生
業
と
技
術
・
呪

術
信
仰
」〔
代
表
井
原
今
朝
男
〕。

二
〇
〇
八
年
一
月
～
二
〇
〇
九
年
三
月　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
研
究
水

準
外
部
評
価
委
員
。


